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議  題 １ 令和２年１０月臨時会の運営について 

 

午前９時３０分 開会 

 

○委員長【相馬欣行議員】  おはようございます。ただいまから議会運営委員

会を開会いたします。 

 ここで、議長から御挨拶をお願いいたします。 

○議長【舘大樹議員】  皆さん、おはようございます。本日は、１０月臨時会

告示ということでございます。慎重審議を最後までお願いしまして、御挨拶に代

えさせていただきます。よろしくお願いします。 

○委員長【相馬欣行議員】  次に、総務部長から、執行者側の議案説明をお願

いいたします。 

○総務部長【吉川武士】  おはようございます。本日は、１０月１４日水曜日

に招集いたします伊勢原市議会１０月臨時会の市長提出議案等について説明させ

ていただきます。 

 １０月臨時会に提出いたします議案等でございますが、令和元年度一般会計及

び各特別会計歳入歳出決算の認定議案が５件、条例議案が２件、補正予算議案が

１件、報告案件が１件の合計９件でございます。 

 初めに、令和元年度歳入歳出決算の認定５議案につきまして御説明申し上げま

す。決算書４ページ、５ページをお開きください。 

令和元年度の全会計の最終予算現額は、５５７億４６２３万４４００円とな

りました。これは、当初予算額５２０億９３００万円に、補正予算及び平成３０

年度からの繰越事業費を加えたものでございます。 

 全会計の収 入 済 額 は５ ２ ７ 億２９３４万６０４４円で、前年度と比べて   

４.１％増加しております。また、予算現額に対する収入率は９４.６％となり、

前年度と比べて０.１ポイント下降してございます。 

 続きまして、支出済額は５１７億２４３５万４４６６円で、前年度と比べて 

５．４％増加しております。また、執行率は９２.８％となり、前年度と比べて

１.１ポイント上昇しております。 

 そして、収支差引額でございますが、１０億４９９万１５７８円、翌年度への

繰越額は９億３９６４万５０５８円となっております。 

 なお、令和元年度の主な事業の成果につきましては、決算の説明資料として配

付しております、主要な施策の成果に関する説明書に記載してございますので、

後ほど御確認をお願いし、この場での説明は省略させていただきたいと存じます。 

 それでは、各会計別に御説明いたします。  

○議案第４０号 令和元年度伊勢原市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 初めに、歳入について御説明いたしますので、１４ページ、１５ページをお開

きください。歳入合計の収入済額は３４０億５３３７万１５８８円で、前年度と
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比べて７．６％増加してございます。予算現額に対する収入率は９１.９％で、

前年度と比べて０.４ポイント下降しております。 

 次に、歳出でございます。１８ページ、１９ページをお開きください。支出済

額は３３３億４０８万３６９６円で、前年度と比べて８.７％増加しております。

予算現額に対する執行率は８９.９％で、前年度と比べて０.６ポイント上昇して

おります。 

 歳入決算額から歳出決算額を差し引いた歳入歳出差引残額につきましては７億

４９２８万７８９２円で、前年度と比べて２６.０％減少しております。 

 なお、普通会計ベースの財政指標等につきましては、行政資料に県下１６市普

通会計決算状況調書、決算状況指数表などを掲載しておりますので、後ほど御確

認をお願いし、この場での説明は省略させていただきたいと存じます。 

 続きまして、各特別会計について御説明いたします。２３ページを御覧くださ

い。 

○議案第４１号 令和元年度伊勢原市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の 

        認定について 

 初めに、歳入でございます。２４ページ、２５ページをお開きください。歳入

合計の収入済額は１０１億５０４万１２５５円で、前年度と比べて５.８％減少

しております。 

 次に、歳出でございます。２６ページ、２７ページをお開きください。歳出合

計の支出済額でございますが、９９億６４７２万３０１２円で、前年度と比べて

５.０％減少してございます。 

 歳入歳出差引残額につきましては１億４０３１万８２４３円で、前年度と比べ

まして４１.８％減少しております。 

 続きまして、３１ページを御覧ください。 

○議案第４２号 令和元年度伊勢原市用地取得事業特別会計歳入歳出決算の認定 

        について 

 初めに、歳入でございます。３２ページ、３３ページをお開きください。歳入

合計の収入済額でございますが、２８３３万２９３２円で、前年度と比べて  

４６１０．５％増加しております。 

 次に、歳出でございます。３４ページ、３５ページをお開きください。歳出合

計の支出済額は２８３３万２９３２円で、前年度と比べて４６１０．５％増加し

てございます。 

 歳入歳出差引残額はゼロ円で、前年度と同様となります。 

 続きまして、３９ページを御覧ください。 

○議案第４３号 令和元年度伊勢原市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 

        について 

 初めに、歳入でございます。４０ページ、４１ページをお開きください。歳入

合計の収入済額は７２億５５９７万６４８円で、前年度と比べて３．０％増加し
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ております。 

 次に、歳出でございます。４２ページ、４３ページをお開きください。歳出合

計の支出済額は７１億４６７３万７８６５円で、前年度と比べて６．４％増加し

ております。 

 歳入歳出差引残額は１億９２３万２７８３円で、前年度と比べて６６．６％減

少しております。 

 続きまして、４７ページを御覧ください。 

○議案第４４号 令和元年度伊勢原市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 

        の認定について 

 初めに、歳入でございます。４８ページ、４９ページをお開きください。歳入

合計の収入済額でございますが、１２億８６６２万９６２１円で、前年度と比べ

て４．４％増加しております。 

 次に、歳出でございます。５０ページ、５１ページをお開きください。歳出合

計の支出済額でございますが、１２億８０４７万６９６１円で、前年度と比べて

４．２％増加しております。 

 歳入歳出差引残額でございますが、６１５万２６６０円で、前年度と比べて 

５６．９％増加しております。 

 以上、令和元年度歳入歳出決算の認定５議案につきましては、地方自治法  

第２３３条第３項の規定に基づいて、監査委員の意見を付して認定をお願いする

ものでございます。 

 次に、条例２議案につきまして御説明申し上げます。議案書１ページを御覧く

ださい。 

○議案第４５号 伊勢原市特別職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に 

        ついて 

 社会経済情勢を考慮し、特別職員の給料について減額措置を講ずるため、提案

するものでございます。 

 ２ページに改正条例案、３ページに新旧対照表を掲載しておりますので、御確

認くださるようお願いいたします。 

 次に、４ページを御覧ください。 

○議案第４６号 伊勢原市営自転車等駐車場条例の一部を改正する条例について 

 愛甲石田駅南口自転車等駐車場の廃止に伴い、所要の整理を行う必要が生じた

ため、提案するものでございます。 

 ５ページに改正条例案、６ページ、７ページに新旧対照表を掲載してございま

す。 

 続きまして、補正予算１議案につきまして御説明申し上げます。補正予算及び

予算説明書３ページを御覧ください。 
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○議案第４７号 令和２年度伊勢原市一般会計補正予算（第８号） 

 第１条歳入歳出予算の補正といたしまして、既定の予算総額に２億８５万  

９０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を４５８億７６４６万４０００円とす

るものでございます。 

 それでは、歳出予算の補正内容から御説明いたしますので、１８ページ、１９

ページを御覧ください。説明欄に沿って御説明いたします。 

 初めに、２款総務費でございます。電子自治体推進事業費追加１１２３万  

２０００円につきましては、新しい生活様式を踏まえ、オンライン相談やウェブ

会議の環境を整備するため、タブレット端末等の所要の経費を追加するものでご

ざいます。次に、広報活動事業費追加１０００万円につきましては、新型コロナ

ウイルス感染症の拡大を防止するため、新しい生活様式等の普及、啓発を図るた

めの経費を追加するものでございます。次に、庁舎維持管理費追加９００万円に

つきましては、市庁舎等の利用者の感染リスクを低減するため、トイレの手洗い

器に自動水栓を導入するものでございます。次に、男女共同参画推進事業費追加

３０万円でございます。開催予定のいせはら男女共同参画フォーラムにつきまし

て、人の密集を避けて講演会が実施できるよう、講演内容の動画を作成しオンラ

イン配信するための経費を追加するものでございます。次に、市民文化会館維持

管理費追加３９５万４０００円でございます。市民文化会館のトイレの手洗い器

に自動水栓を導入するものでございます。次に、戸籍住民基本台帳管理費追加 

２２９７万８０００円でございます。市役所庁舎１階の総合窓口における密集を

緩和するため、窓口の混雑状況をリアルタイムでお知らせするとともに、番号の

呼出し状況をスマートフォンで把握することのできるシステムを新たに導入する

ものでございます。 

 次に、３款民生費でございます。緊急小口資金特例貸付等利用者支援事業費計

上８８７万４０００円でございますが、新型コロナウイルスの影響を受けた生活

困窮世帯に対する支援策といたしまして、緊急小口資金特例貸付、総合支援資金

（生活支援費）特例貸付及び住居確保給付金の利用世帯に対しまして、１世帯に

つき１万３０００円の伊勢原市プレミアム付商品券を給付するものでございます。 

 続きまして、２０ページ、２１ページをお開きください。４款衛生費でござい

ます。シティプラザ運営管理費追加２２６万３０００円は、シティプラザのトイ

レの手洗い器に自動水栓を導入するものでございます。次に、予防接種事業費追

加６５４６万２０００円につきましては、新型コロナウイルス感染症と季節性イ

ンフルエンザの同時流行による高齢者の重症化リスクや医療機関の負担軽減のた

め、高齢者がインフルエンザの予防接種を受けるときに発生する自己負担分を助

成するものでございます。次に、新型コロナウイルス感染症対策医療機関支援事

業費計上２０００万円でございます。新型コロナウイルスの感染が再び拡大する

場合に発熱外来やＰＣＲ検査場を設置するなど、市医師会と連携し、市民の安全

で安心な医療体制等の整備を支援するものでございます。次に、市民健康増進事
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業費追加４５５万１０００円でございます。コロナ禍の影響による健康診断等の

受診控えに対応するため、今年度中に３９歳の誕生日を迎える市民、もしくは健

康診断を３年間受診していない４０歳から６０歳までの国民健康保険加入者を対

象といたしまして、郵送型の血液検査を実施するものでございます。 

 続きまして、２２ページ、２３ページをお開きください。７款土木費でござい

ます。公園維持管理費追加３９４万５０００円につきましては、総合運動公園体

育館のトイレの手洗い器に自動水栓を導入するものでございます。 

 次に、地域公園整備事業費追加２８００万円でございますが、コロナ禍におき

ましても親子が安心して遊べるよう、砂場のある公園等に手洗い場を整備するも

のでございます。 

 次に、９款教育費でございます。公民館活動事業費追加７２万１０００円につ

きましては、人との接触機会を削減し、公民館講座や生涯学習活動等をオンライ

ンで配信できる環境の整備に必要な経費を追加するものでございます。次に、公

民館維持管理費追加６８０万１０００円につきましては、公民館のトイレの手洗

い器に自動水栓を導入するものでございます。次に、子ども・若者健全育成支援

事業費追加３０万円につきましては、開催予定の令和３年成人式に参加を控える

新成人等が、自宅等で式典の様子を観覧することができるよう、オンラインで動

画配信を行うために必要な経費を追加するものでございます。次に、図書館・子

ども科学館維持管理費追加１１６万９０００円で、図書館・子ども科学館のトイ

レの手洗い器に自動水栓を導入するものでございます。 

 続きまして、２４ページ、２５ページをお開きください。学校体育施設開放事

業費追加１３０万９０００円で、学校体育施設やスポーツ広場の申請手続をデジ

タル化し、人との接触機会を削減するため、公共施設利用予約システムを拡充す

るものでございます。 

 続きまして、歳入予算の補正内容について御説明いたしますので、１６ページ、

１７ページをお開きください。説明欄に沿って御説明いたします。 

 初めに、１５款国庫支出金でございます。新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金追加５億９１９１万３０００円につきましては、新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金のうち、２次分を計上するものでございます。 

 次に、１６款県支出金でございます。高齢者インフルエンザ予防接種事業費補

助金計上４８８７万９０００円につきましては、予防接種事業費追加の財源でご

ざいます。 

 次に、１９款繰入金でございます。財政調整基金繰入金減４億３９９３万  

３０００円につきましては、今回の補正により生じる一般財源の残余の整理を行

うものでございます。 

 以上が、補正予算１議案についての説明でございます。 

 続きまして、報告案件１件について御説明申し上げます。議案書８ページを御

覧ください。 
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○報告第１６号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解） 

 令和２年７月１７日に発生いたしました道路の管理の瑕疵による事故の損害賠

償の額の決定及び和解について、市長の専決事項の指定についてに基づき、専決

処分をいたしましたので、地方自治法第１８０条第２項の規定により報告するも

のでございます。 

 事故の概要は、９ページを御覧ください。相手方車両が市道区域内を走行中に

道路の陥没部分に生じた段差に落ち、相手方車両に損傷を与えたものでございま

す。本市と相手方の過失割合は、市側１００％であり、相手方車両修理費に係る

本市賠償額は１万５４４０円となります。なお、本市賠償額につきましては、道

路賠償責任保険により補填されます。 

 以上で、１０月臨時会に提出いたします議案等についての説明を終了させてい

ただきます。 

 なお、任期満了に伴います教育委員会委員の任命に係る人事案件につきまして、

議案を追加提出させていただく予定でございます。教育委員会委員であります渡

辺正美氏の任期が令和２年１１月１８日をもって満了となりますことから、現在、

後任の人選を進めているところでございますので、あらかじめ御承知おきくださ

いますようお願い申し上げます。 

 以上で、説明を終わります。 

○委員長【相馬欣行議員】  ただいま総務部長から説明がありました内容につ

いて、質疑等があればお伺いいたします。（「ありません」の声あり） 

 以上で、執行者側の議案説明を終了いたします。 

 次に、議案の委員会付託についてを議題とし、事務局から内容を説明いたしま

す。局長。 

○議会事務局長【小林幹夫】  正副委員長と協議の上、付託表の案をお配りし

てございますので、御覧いただきたいと思います。 

 １０月３０日分で、議案第４０号から議案第４４号までの令和元年度各会計決

算の認定について、一般会計決算は、所管部分を各常任委員会に分割付託、特別

会計決算は、所管の各常任委員会に付託。議案第４５号から議案第４７号につい

ては、付託省略。 

 以上でございます。 

○委員長【相馬欣行議員】  ただいま説明した内容について、質疑等があれば

お伺いいたします。（「ありません」の声あり） 

 それでは、お諮りいたします。議案等の委員会付託については、配付した付託

表のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

          （「異議なし」の声あり） 

 

○委員長【相馬欣行議員】  御異議ありませんので、付託表のとおり決定いた
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します。 

 次に、会期の決定についてを議題とし、事務局から内容を説明いたします。局

長。 

○議会事務局長【小林幹夫】  会期の決定につきましては、過日原案をお示し

し、御了解をいただいておりますので、その内容に基づいて日程案を作成し、お

配りしてございます。会期は、１０月１４日から１０月３０日までの１７日間。 

・１０月１４日 本会議 提案説明 

・１０月１６日 総括質疑通告期限正午 

・１０月３０日 本会議 総括質疑 議案審議 閉会 

閉会中の決算審査の委員会 

・１１月 ５日 総務常任委員会 

・１１月 ６日 産業建設常任委員会 

・１１月 ９日 教育福祉常任委員会 

 各常任委員会の審査結果は、１２月定例会の初日に報告するものとします。 

 以上でございます。 

○委員長【相馬欣行議員】  それでは、お諮りいたします。会期の決定につき

ましては、配付した内容のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

          （「異議なし」の声あり） 

 

○委員長【相馬欣行議員】  御異議ありませんので、配付した内容で、１０月

１４日の本会議において、議長からお諮りいたします。 

 本日予定した案件は以上ですが、その他に何か発言があればお伺いいたします。

（「ありません」の声あり） 

 それでは、以上をもちまして、本日の議会運営委員会を閉会いたします。お疲

れさまでした。 

 

午前９時５７分 閉会 

 

 上記会議録は事実と相違ないので署名する。 

 

 

  令和２年１０月７日 

 

                       議会運営委員会 

                       委員長 相 馬 欣 行 


